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大 場 やすのり
○蒲郡における防災対策について
・地震対策については、昭和56年以前に着工された木造
住宅が市内に12,500軒あり、その内耐震診断済み1,426
軒、改修補強済み65軒であります。今後は市職員が直接、

申し込みをお願いするローラー作戦で実施世帯を増やして行く。　
・災害時要援護者対策については、本年7月1日に「蒲郡市災害時要
援護者支援制度実施要綱」を定め、身体障害者については、直接職員
が家庭訪問し、個人情報の提供をお願いしております。高齢者について
も要介護4・5に認定された方も同様に個人情報をお願いをし、その情
報を福祉部局と地元の自主防災と共有する事になる。

ひ だ 常 年
○新型インフルエンザに対する蒲郡市の対策について
　厚生労働省は8月28日「流行シナリオ」を発表し、患者は
流行入りから8から9週間でピークを迎え最高で1日約76
万人、4万600人が入院すると推測している。

　「不要不急の外出を控える」「外出時にはマスクを」「手洗い・うがい
の施行」「栄養・睡眠を十分取る「室内を加湿する」という予防と「日々
の体温測定などの健康観察」「発熱、咳などのインフルエンザの症状が
出た場合の早期受診」「医療機関への受診方法」を市民に広報してい
く。また学校・保育園なども広報しながら危機管理体制を徹底していく。
○大塚町橘丘里山公園及び周辺整備について
　愛する会が発足し子供達と保護者並びに町民、市民ふれあいの場・
自然道場の場として安らぎを提供できる場にするために事業や環境整
備を行っている。市民参加により地域の状況や特色を生かした里山作り
は、協働のまちづくりの目的であり、非常に素晴らしい事である。今後も地
元の活躍に期待し、公衆便所等も県に申請し準備を進めていく。

野 﨑 正 美
○浜町公園（蒲郡緑地）の管理（環境と安全）について
　・今後の管理状況は、県の管理であり、昨年までは常駐
の管理であったが本年度から一般指名競争入札となり、草
刈は年間3回となった。快適に憩える公園利用が出来るよう

に県に対して要望していく。
　・緑地利用者がボランティアで草刈り等をする場合、市としての支援
策は、三河港務所蒲郡出張所と調整していく。
○鳥獣被害対策について
　今後の鳥獣被害対策は、カラス、イノシシなど有害鳥獣駆除も、すべ
て蒲郡猟友会に委託し駆除をしていただいている。イノシシ対策として
保護用の檻を1月に坂本町深山地内、5
月に神ノ郷町新林地内2基のワナを設置、
10月には清田町小栗見地内に設置予定、
ハクビシンもワナによる捕獲をしていく予定。
アライグマによる被害が多発するようであ
ればワナによる捕獲の委託もしていく。野
生鳥獣の捕獲、駆除は狩猟免許、狩猟登
録が必要となるので今後も蒲郡猟友会の
皆様にお願いをしていく。

波 多 野   努
○「海のまち蒲郡」のまちづくりについて
　厳しい財政状況の中、関係機関と力を合わせて、三河大
島の活用も含め、海を使った体験学習など「蒲郡で見て！学
んで！体験する！感動する！体験旅行ガイドブック」を作製して

「海のまち蒲郡」の観光の魅力づくりに取り組んでいく。
○「蒲郡の建築」の学校教育の活用について
　故郷の文化や歴史を扱った文献などの活用については、子供達が故
郷を愛し大切に思う気持は、私達もさまざま機会を捉え、醸成に務めて
いく。
○伝統芸能の継承、支援について
　保存継承の活動がそれぞれの地域の大きな力だと認識しているので、
行政としてどのようなサポートが可能か今後検討を重ねていく。
○公園利用の簡便化について
　学校体育施設開放事務の予約制度の参考にしながら、予約システム
の簡便化を前向きに検討する。

よびた 孝 博
○民主党の政権政策（マニフェスト）による蒲郡市政への
　影響について
　マニフェストの内、①「後期高齢者医療保険制度の廃止
について」②「現行の教育委員会から新たな監視組織‘教

育監査委員会’の設置、教育の政治的介入発言について」③「道路行
政等公共工事の見直しによる新幹線道路整備への影響について」④
「設楽ダム建設への影響について」を質問させていただいた。
　①では、昨年4月から国民皆保険制度を堅持していくために導入さ
れた制度であり、保険料も75％以上の方々が引き下げられ、所得の低い
方では4000円と1万円以上軽減されており、「廃止」或いは「新制度へ
の意向」としても現場での混乱が生じないかと心配。②では「教育が時
の政権で翻奔されることや、教育への政治的な介入は好ましいものでは
ない」と教育長の答弁。③、④では道路整備、ダム建設に向けてあらゆる
機会を通じ必要性を訴えていく旨の答弁がされた。　
○「がまごおり産学官ネットワーク会議」の取り組みについて
　来年5月にJAXA（宇宙航空研究開発機構）がH－Ⅱロケットを打ち
上げる際、愛知工科大学と㈱蒲郡製作所との産学連携の共同開発さ
れたものが搭載されることになり、今後のネットワーク会議の取り組みにつ
いて等をお聞きした。

9月定例議会

　決算審査特別委員会報告
第56号議案から第68号議案までの13議案のすべての一般会計、特
別会計、企業会計の歳入歳出を慎重審議の結果賛成多数で可決。
賛成討論（決算審査特別委員会  副委員長・大場康議）
（第56号議案）一般会計においては、厳しい財政状況の中、平成20年
度一般会計決算は、歳入総額232億1,852万円に対し、歳出総額220
億1,436万円で、翌年度への繰り越すべき財源を差し引くと、実質収支
額は、9億3,113万円の黒字決算であります。
　財政調整基金の繰り入れを行わずに、このような黒字額を出したこと
は、限られた予算の中で、市民の皆様のご理解、ご協力のもと、財政健
全化へ向けた取り組みが着実に実行され、その成果があらわれている
のもと認めます。又、豊川水源基金関連の支出は東三河豊川流域の一
員として水源林及び水源地域対策事業を推進するもので、自己水源を
持たない本市としては、安定した水供給の確保の観点から必要な負担
を考えます。
（第60号議案）後期高齢者医療事業特別会計につきましては、高齢者
世代と現役世代の負担の明確化と超高齢化社会を迎えるに当って、将
来にわたり持続可能な医療制度として必要なものであり、妥当かつ適性
な決算であったと判断するものです。
（第61号議案）モーターボート競走事業特別会計につきましては、市財
政に大きく貢献しており、他社会へ多額な繰出金を確保しております。特
に、市民病院へは多額な繰出金を支出し、市民の安心安全に多大な貢
献をしていると評価するものであります。モーターボート競走事業の反対
は、市民病院の経営支援を否定していると言っても過言でないと考える
次第であります。
※反対　
未来の会・第56号議案 反対理由（設楽ダム、人間ドック）
共産党・第56号議案 反対理由（豊川水源基金、保育民営化等）
　　　　第60号・61号議案

一　　般　　質　　問

委 員 会 報 告

総 務
委員会

文 教
委員会

第50号議案　蒲郡市国民健康保険の一部改正につい
て【採択】
　1緊急の少子化対策として、当面平成21年10月1日か
ら平成23年3月31日までの暫定措置として出産育児一時

金の支給額を38万円から42万円に引き上げる。
2この条例は平成21年10月1日から施行する。
陳情書
・学級規模の縮小を次期定数改善計画の実施を求める陳情書【採択】
・国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書【採択】
・愛知県の私学助成拡充に関する意見書の提出を求める陳情書【採択】
・市町村持自の私学助成の拡充を求める陳情書【聞きおく】

第48号議案　
蒲郡市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部改正について【採択】
第49号議案　

蒲郡市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について【採択】

9/8 神ノ郷町新林地内でイノシシが捕獲される

や す のり


